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利

子

歩
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決

定

古
同

田

保

馬

で
利
子
歩
合
の
決
定
|
|
生
産
期
間
一
定
の
慌
定

利

r歩
合
が
伽
何
日
る
商
品
計
じ
机
れ
で
定
ま
る
か
。
ぞ
れ
は
そ
の
上
に
作
用
す
芯
L
C
ご
ろ
の
酷
十
市
る
峡
件
の
相

互
作
用
の
聞
に
定
ま
る
u

そ
れ
が
生
産
と
交
挽
と
の
め
ら
ゆ
る
事
情
に
よ
っ
て
作
用
サ
ら
る
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
。

別
し
て
、

ぞ
れ
は
枇
舎
に
於
け
る
資
本
の
生
産
力
、
資
本
の
総
量
を
離
れ
て
、

定
ま
り
う
る
も
の
で

や

」

目

指

t
F

、。

》

t
e
J
'
L
W

ま
づ
、
資
本
の
数
量
が
す
で
に
奥
へ
ら
れ
て
居
り
、
而
色
、
資
本
の
蓄
積
も
(
消
耗
も
ま
に
)
行
は
れ
や
、
従
つ

て
利
子
が
す
べ
て
泊
費
せ
ら
る
る
も
の
市
と
す
る
。
そ
の
上
、
生
産
期
聞
が
す
べ
て
の
財
の
生
産
を
通
し
て
、
例
へ

ぱ
一
年
と
い
ふ
が
如
、
き
常
数
で
あ
る
と
す
る
。
か
旨
る
事
情
の
下
に
於
て
、
利
子
歩
合
を
決
定
す
る
冒
と
こ
ろ
の
帳

件
を
考
察
し
よ
う
。

今
、
消
費
財
の
種
類
が

x
y
-
-
。
一
一
な
ど

m
個
あ
り
、
生
産
財
の
そ
れ
が
a
b
-
-
-
な
ど
n
個
あ
る
と
す
る
。
次

x
 

に
主
瞳
の
数
が
1
2
:
か
ら
H
ま
で
あ
る
左
す
る
。
ぷ
は
第
一
の
主
瞳
1

に
於
け
る
の
限
界
致
用
度
を
一
不
す
。
従
つ

E
d
 

て
山
は
主
瞳
ー
が
Y

ベ
だ
け
所
有
し
て
ゐ
る
場
合
に
於
げ
る

x
の
限
界
致
用
度
で
J

の
る
。

。，

x
y
-
-
-
a
b
・
。
の
諸
財
の
債



格
を
n
m
h
:
n
h
R
m
・
-
-
等
を
以
て
示
す
。

次
に
各
主
瞳
、

十
ん
と
へ
ば
1
の
営
初
に
於
げ
る
所
有
量
を
九
九
:
・
と

す
る
o

次
に
そ
れ
ぞ
れ
が
均
衡
に
於
け
る
所
有
量
佐
山
れ

と
す
る
。

a文
a y 

bx 
b y 

セ
平
均
的
生
産
係
数
帥
丸
一

x
一
単
位
の
生
産
に
必
要
な
る

a
の
畳
、

y
一
軍
位
の
生
産
に
必
要
な
る

y
の
長
'
と
す
る
。

h
h
-
:
は
各
自
の
は

じ
め
に
所
有
す
る
資
本
の
畳
ー
は
利
子
歩
合
。
な
ほ
生
産
物
と
し
て
の
財
の
中
、
例
へ
ば

oee使
格
車
位
と
す
る

こ
れ
だ
け
の
符
放
の
意
味
ぞ
約
束
し
よ
う
。

山
一
あ
る
一
定
の
主
盟
、
に
と
へ
ば
ー
に
と
っ
て
各
種
の
財
の
加
重
せ
ら
れ
た
る
限
界
致
用
度
卸
ち
各
種
の
財
の

限
現
炊
刑
'
肢
を
共
倒
格
含
以
て
除
し
れ
る
向
は
相
等
し
い
。

mw各
主
開
仁
於
り
る
授
受
の
数
量
.
削
ち
受
取
る
と
こ
ろ
の
貨
管
室
主
文
机
ふ
と
こ
ろ
の
貨
幣
量
と
は
相
等
し

ぃ
。
此
際
一
の
但
定
を
つ
け
加
へ
る
。
静
態
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
新
な
る
蓄
積
も
ま
た
消
耗
色
行
は
れ
ぬ
。

帥
ち
利
子
だ
け
が
消
費
せ
ら
れ
て
一
冗
本
だ
け
が
保
持
せ
ら
れ
る
。

q
一
生
産
物
一
単
位
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
る
各
生
産
財
の
数
量
、
卸
ち
各
の
生
産
係
数
に
、
各
生
産
財

の
債
格
を
乗
じ
た
る
色
の
は
、
共
単
位
営
、
り
生
産
費
で
ゐ
る
。
此
生
産
費
の
一
冗
利
合
計
は
生
産
物
の
債
格
に
等
し
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火
に
生
産
の
事
情
が
考
~
ら
れ
ね
，
ば
な
ら
ぬ
。

ご
れ
に
コ
い
て
次
の
如
き
片
付
蹴
の
約
束
を
し
よ
う
っ

x
x
γ
 

を
一
の
企
業
に
於
て
生
産
せ
ら
る
る
生
産
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
と
す
る
o
静
態
に
於
て
ほ
何
れ
の
企
業
も
、
競
争

の
山
間
県
と
し
と
司
一
刀
現
川
心
明
日
T
-

付

f
る
で
あ
ら
う
川
市
つ
、

l

t

l

】

一

一

ノ
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L
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、
ご
う
九
十
佐
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、
人
p
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i
Lじ
ヒ
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正
主
主

J

F
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z
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v

〆
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1
4
J
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L:す
且
れ

V
J
z
-
E叫
干
耗
呈

rJE

は
皆
こ
の
x
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

y
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

L
L
・を、

x
だ
け
を
生
産
す
る
に
必
要
な

る
a
の
量
、
b
の
量
:
と
す
る
。
此
際
次
の
如
、
き
種
冷
の
悼
件
が
存
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
前
に
述
べ
だ
る
も
の
を
、

債
格
に
闘
す
る
僚
件
と
い
ふ
と
き
に
は
、
こ
れ
?
生
産
に
闘
す
る
傑
件
と
い
ひ
う
る
で
J
?
b
ぅ。

例
生
産
物
数
量
は
生
産
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
と
、
一
定
の
闘
係
に
立
つ
(
生
産
一
幽
数
)

同
生
産
財
の
債
格
は
利
子
歩
合
だ
け
割
引
せ
ら
れ
た
忍
限
界
生
産
力
に
等
し
い
(
タ
ク
シ
グ
の
法
則
三
此
鈷
に

つ
い
て
は
別
に
若
干
の
吟
味
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
が
、
そ
れ
は
生
産
期
聞
を
可
襲
的
の
も
の
と
見
る
場
合

の
考
察
に
ゆ
づ
る
。

町
此
場
合
の
生
産
係
裁
は
生
産
物
一
単
位
営
り
の
各
生
産
財
数
日
豆
に
外
な
ら
ぬ
(
平
均
的
生
産
係
裁
の
定
義
)
。
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実
に
企
業
の
投
に
闘
す
る
健
作
を
考
へ
た
い
。
利
子
歩
合
は
資
本
の
糟
量
と
闘
係
を
も
つ
が
、
生
産
函
数
乃
至

一
企
業
の
生
産
物
数
量
し
し
資
本
総
世
と
の
結
び
つ
き
は
、
企
業
の
数
を
外
に
し
て
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
前
述
の
如

P
1
1
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h
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r
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-
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L

に
ム
ヲ

3
0

山
内
戎
種
の
生
産
物
の
糟
量
を
一
企
業
の
生
産
物
に
よ
っ
て
除
し
た
る
商
は
、

企
業
の
扱
に
等
し
い

{
夕
日
ん
比
翠
ホ

の
規
模
の
均
等
)

出
い
各
の
財
の
生
産
の
に
診
に
す
べ
て
の
企
業
に
於
て
用
ひ
ら
3
る
生
産
財
の
組
量
は
、

共
供
給
純
量
に
等
し
い

(
生
産
財
の
需
給
均
衡
)

0

の
各
生
産
財
の
供
給
純
量
は
、
各
主
躍
が
授
受
し
た
る
共
絶
封
量
総
計
の
二
分
の
一
に
等
し
い
。

山
各
生
産
物
の
総
量
は
、
各
主
瞳
の
均
衡
に
於
け
る
所
有
量
の
組
計
と
皆
初
に
於
け
る
所
有
量
の
総
計
と
の
差

額
に
等
し
い
。
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次
に
資
本
殿
量
に
闘
す
る
僚
伴
が
二
個
だ
け
奥
へ
ら
れ
る
。

同
各
種
の
企
業
に
於
て
用
ひ
ら
る
る
生
産
財
債
格
一
総
額
に
、
同
一
極
の
企
業
の
苧
宝
来
じ
た
る
積
を
ぱ
、
す
べ
て

純
計
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
正
資
本
の
総
量
五
L
」
は
相
等
し
い
(
費
本
の
市
紛
の
均
等
)
。

山
山
資
本
の
総
長
は
、
守
主
龍
の
は
じ
め
に
所
有
す
る
資
本
、
印
個
人
資
本
の
総
和
に
等
し
い
。

ν
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，
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ー

そ
こ
で
方
程
式
と
未
知
数
と
の
数
を
つ
き
合
せ
て
み
よ
う
。
方
程
式
の
合
計
は
屯

(
E
+
=
)
十

N-E
十

AFE
十
凶
戸

こ
の
う
ち
か
ら

n
G
方
耗
式
中
の
一
ま
F
G
町
り
わ
K
叫
含
考
の
中
に
と
り
入
る
る
こ
と
に
よ
っ

-
(
(
(
(
(
(
(
 

+ω
で
あ
る
。

て
(
こ
の
鈷
に
つ
い
て
は
他
の
表
現
営
も
試
み
う
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
)
、
脱
落
す
る
。
未
知
裁
の

敷
は
次
の
如
〈
で
J

め
る
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未
知
数
の
殿
と
方
即
位
式
の
数
と
は
相
等
し
い
。
他
の
経
静
的
数
日
一
旦
と
と
も
に
利
子
歩
令
の
大
3
も
ま
た
、

一
義

的

ノif:
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刈
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待
人
の
所
有
す
る
資
本
政
位
、

m
M
つ
C
仙
川
ハ
純
計
に
外
な

-bm

と
こ
ろ
の
枇
舎
の
資
本
総
額
も
ま
た
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
生
産
財
の
供
給
が
何
等
か
の
意
味

に
於
け
る
限
界
致
用
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
費
用
主
し
て
の
勢
力
に
つ
い
て
詳
論
し
た

る
L
」
こ
ろ
を
、
参
照
セ
ら
る
る
こ
と
を
望
む
。

二
、
利
子
歩
合
の
決
定
|
|
生
産
期
間
可
壊
の
場
合

と
れ
か
ら
轄
じ
て
、
生
産
期
聞
が
常
数
で
な
〈
、
可
控
で
あ
る
場
合
を
考
へ
ょ
う
o
今
、
利
子
歩
A
日
(
皐
利
)
ー
が
一

定
の
一
期
間
た
と
へ
ば
丸
ご
と
に
支
耕
は
る
る
'
と
す
る
、
す
べ
て
の
計
算
を
筒
翠
に
す
る
魚
に
こ
の
九
の
値
を
1
で

あ
る
と
す
る
。

X

の
生
産
期
間
九
、

vd
の
生
産
期
間
ら

等
み
ど
此
単
位
を
基
準
に
し
て
定
め
る
0
3
う
す
る
と
、
前

に
越
べ
た
る
諸
方
程
式
が
次
の
如
く
に
書
き
改
め
ら
る
る
こ
と
全
要
し
よ
う
o
此
新
し
き
燦
件
を
と
h
ノ
入
れ
て
も
、

利
子
歩
合
の
決
定
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四
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三
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化
も
な
い
。

h
u
，
主
持
慢
出
E

一

丹、
，--̂司-ー、
・"司、 λ
P i..l 
R叫;λ

++ 
宍D 吋コ

tプ""'< 

++ 
" -~ ~ 

11 11 

円ヨ 吋コ
吃V寸何

，ー
ザ

戸、、

1コ、
，ーー~、

凶

11 -
( 

"" バ
戸判

例

内

誌〈

〕

r 

円、
-"" 

ー 「

勺予
同 V

Ii 
叩 A

，，)、.
M ， 

戸

J
J
Z
v
n

宅
街

cu  

内'"， 

( 

C 、
) 

〉ぞ" 
丹
4
〈

い

U
Q
R
μ

明!;~ 

同

h
h
?

切、

ν

F‘ 
) 

( 

円
P句、
) 

〆一~一ー、
Q 
M 

'" 同
同P
4
h
a
u
、p
u、

F
M
 

同，ー

十

〉

以
上
の
如
寺
浮
き
か
へ
の
結
果
、
方
程
式
数
に
於
て

m
例
を
ま
し
て
ゐ
る
が
、
未
知
数
に
於
て
も
、
各
の
生
産

物
の
生
産
期
間

m
仰
を
ま
し
て
ゐ
る
。
未
知
数
と
方
程
式
L
」
の
数
の
闘
係
に
於
て
は
何
等
の
〈
ひ
ち
が
ひ
も
生
じ

て
ゐ
な
い
。
利
子
歩
合
は
一
義
的
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
。
各
生
産
物
の
生
産
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
用
ひ
ら
る
る
谷
生

産
品
別
の
成
熟
期
聞
を
同
一
の
も
の

(
た
と
へ
ば

x
の
生
産
に
つ
い
て
い
ふ
と
、

a
も
b
も
九
時
間
を
要
す
る
と
見

る
や
う
に
)

正
円
山
た
が
、
此
偲
定
色
事
貨
を
あ
ま
り
に
単
純
化
し
て
ゐ
る
こ
と
、

い
ふ
ま
で
も
な
い
。

今
ま
で
述
ぺ
た
る
と
こ
ろ
は
、
各
主
鵠
に
於
げ
る
資
本
の
消
耗
乃
至
節
約
一
か
何
等
生
ぜ
、
ぎ
る
こ
と
ぞ
前
提
と
し



た
。
け
れ
ど
も
、
一
枇
合
の
杢
資
本
数
量
一
か
増
減
せ
や
、
ー
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
干
し
も
各
主
糟
に
於
て
、
資
本
の
泊

旋
叉
は
貯
蓄
が
生
ぜ
や
、
と
い
ふ
こ
と
を
・
話
味
し
な
い
は
十
で
あ
る
。
そ
れ
が
生
?
る
も
の
と
す
る
と
き
に
は
、

輿
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
篠
件
が
少
し

t
極
'
岬
忠
実
に
し
て
富
市
る
。
個
人
の
資
本
所
有
量
が
は
じ
め
に
於
て
色
、
均
衡

成
立
の
後
に
於
て
も
相
等
し
い
、
と
い
ふ
俊
作
(
こ
れ
は
前
越
の
方
程
式
組
織
に
あ
ら
は
き
れ
て
ゐ
な
い
、
だ
Y

を
の
結
果
が
L
方
程
式
に
於
て
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
)
の
代
り
に
、
は
じ
め
の
所
有
量
が
師
知
裁
と
し
て
興
一
へ
ら
れ
後

の
所
有
法
が
未
知
肢
と
し
て
決
定
付
↓
ら
る
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ
の
決
定
の
た
め
に
必
要
な
る
い
れ
情
と
し
て
A

R

の
ゲ
程
式
が
火
の
州
主
服
守
}
-
る
バ
-
h
i
つ

?
3

h

，、
-

r

u
可

、
V
4
f
i
f

咽

l
1
ι
内

1

、，

m

一
zムJ

-

に
一
て
一
〆

I
f
F
FF 
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十

4
U司
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-
M
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}
H
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日
』
可
壬

(n-
十
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司
(
=
十
回
戸
一

ー

-
E
 

ンイ

同

十

+ヨ
(
2
3
1
2
一+

+-r-3+(F21r-7z 

ー

局、，

上
に
記
し
た
る
町
む
:
は
各
主
瞳
の
来
期
に
於
げ
る
深
定
所
得
、

h
h
-
は
各
主
惜
の
常
初
に
於
け
る
安
本
所

有
量

h
L
-
は
均
衡
の
成
立
す
る
場
合
に
於
け
る
各
主
瞳
の
そ
れ
。
す
べ
て
の
財

|
1生
産
財
と
生
産
物
|
|
の

資
買
が
期
間
の
終
り
に
於
て
行
は
る
る
ち
の
と
見
る
。
だ
か
ら
、
各
主
鴨
の
利
子
所
得
は
利
子
歩
合
と
嘗
初
の
資

本
所
有
是

h
E
の
積
で
あ
る
と
偲
定
せ
ら
れ
る
。
れ
は
将
来
貨
幣
の
現
在
数
用
闘
数
で
あ
る
、
そ
れ
は
将
来
に
於

げ
る
物
侵
、
欲
望
状
態
、
利
子
歩
合
及
び
将
来
の
欲
望
満
足
の
仮
評
債
率
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

hLE--
は
或
は
正

で
あ
り
、
或
は
負
で
あ
る
。
正
?
あ
る
と
き
は
、
資
本
が
貸
付
け
ら
れ
て
居
り
、
負
で
あ
る
と
き
は
借
入
れ
ら
れ

利
子
歩
合
自
決
定

第
四
十
三
巻

六
回

第
五
抜

七



利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
三
谷

六
回
四

第
五
時
眠

p、

家
計
が
借
入
る
る
と
こ
ろ
は
、
消
費
の
た
め
の
借
入
帥
も
資
本
需
要
で
あ
る
。

和
の
み
が
生
産
の
た
め
に
供
給
せ
ら
る
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に

F
1
F
u
r
s
-
F
・
の
大
き
が
正
で
め
る
L
」き

に
は
そ
れ
だ
け
資
本
が
此
期
間
に
於
て
消
耗
せ
ら
る
る
わ
け
で
あ
り
、
負
で
あ
る
と
き
に
は
そ
れ
だ
け
節
約
ぜ
ら

こ
れ
と
の
聯
絡
に
於
て
資
本
の
消
費
需
要
と
生
産
需
要
と
が
如
何
に
相
作
用
す
る
か
を
考

て
ゐ
る
。

そ
れ
故
に
h
L
L
J
:
の
紙

れ
た
る
こ
と
に
な
る
。
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H
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J
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p
h
f
H
H
リ¥ノ川リ
t

p

h

』o
o
p
l
A

劃炉、コ

ロー平一
4
J
M
J
t
v
L
1
3
〆勺、，
L

一壮、
d
t
a
一ゴ川つ
Y
E
M
L

、(「
C

J

V

ム
寸
則
の
利
子
歩
ム
口
い
ト
ょ
っ
て
ρ
ん
め
ら
る
る
t
b
m
U

は、

持l

の
絡
h
ノ
に
於
て
定
ま
る

L
L
・
-
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

今
期
に
於
け
る
利
子
を
見
越
し
て
、

前
期
の
終
末
に
於
け

る
資
本
の
泊
耗
、
二

T
A
-
-
、

警
程

uh---の
う
ち
、

負
の
符
披
を
も
つ
も
の
は
す
べ
て
市

従
っ
て
泊
授
需
要
が
定
ま
る
。

費
の
た
め
の
借
入
で
あ
る
。

又
生
産
需
要
に
川
刻
し
て
、

正
の
符
λ

刊
を
も
つ
も
の
は
、

消
安
需
要
に
割
し
、

供
給
せ

ら
れ
う
る
数
量
で
め
る
。

後
者
の
人
口
計
ぞ
凡
と
し
、

生
産
需
要
に
劃
し
て

九
日
弟

3
3
)

、sT
-
r
r
h
'
r
3

宅

二

十

品

、

」目」コ，
q
r

レ
ノ
よ
一
e
官

h
2
1
2
3
?一
c
l
l

供
給
せ
ら
れ
う
る
数
量
K
は、

次
の
如
〈
に
一
不
し
特
ら
れ
る
。

一
問
。
一
!
一
関
、
一
U
F
O
+
r
問
。
+

υι

に
於
て
俳
ゆ
と
い
ふ
取
純
な
る
表
現
を
興
へ
で
ゐ
る
も
の
が
、
賢
は
可
な

B
に
後
剤
な
る
耕
訟
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
法
た
び
か
諭

ビ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
続
出
向
と
勢
力
』
に
収
め
た
る
論
文
「
貨
幣
の
将
来
設
用
」
に
於
て
之
を
諭
ピ
、
次
に
「
消
費
利
子
に
ワ
い
て
」
に
於
て
再
論
し

h
。
何
れ
に
せ
よ
、
一
m

a
は
究
質
上
、
白
鐙
教
と
し
て
利
子
歩
合
を
合
む
c

そ
れ
故
に
、
今
の
場
合
、
祉
曾
り
生
陛
資
本
が
常
減
せ
ず
と
い
ふ
一

白
保
件
が
輿
へ
ら
る

L

こ
と
は
、
未
知
数
D
救
に
比
し
て
方
程
式
の
放
を
過
剰
に
す
る
や
う
に
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
共
氏
、
来
期
の
利
子
歩
合
が
新

な
る
一
の
決
定
せ
ら
る
べ
き
未
知
数
と
し
て
合
主
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
、
換
言
す
れ
ば
、
束
期
白
珠
似
せ
ら
れ
た
る
利
子
歩
合

が
あ
る
大
き
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
期
に
於
け
る
生
産
禿
本
が
噌
減
せ
ぎ
る
こ
と
を
符
る
わ
け
で
あ
る
。
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E

一
、
生
産
の
規
模
に
つ
い
て

生
産
の
規
模
乃
至
企
業
に
於
け
る
費
本
の
大
き
に
つ
い
て
、

若
干
の
考
察
を
加
へ
ょ
う
。

ま
づ
、

慌
に
生
産
期

聞
を
一
定
の
色
の

t
す
る
つ

さ
う
す
る

-t
、
各
生
産
財
の
大
さ
、

即
ち
前
越
の
場
合
の

x
の
生
産
に
つ
い
て
い
ふ

と
、
一
L
A
一
民
・
の
大
き
は
、

そ
の
限
界
追
加
泣
の
割
引
せ
ら
れ
た
る
生
産
力
炉
存
生
産
財
の
債
格
に
等
し
き
貼
に

於
て
定
ま
る
o

、
I
J
、

?
h
u
p
k
、
ー

生
産
財
の
追
加
が
此
貼
に
去
っ
て
や

U
o
け
れ
ど
も
、

史
に
進
み
て
考
ふ
る
に
、

d七
割

引
せ
ら
れ
た
る
限
界
生
産
力
が
ま
だ
割
引
せ
ら
れ
七
る
平
均
生
産
力
に
等
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

X

の
生
産
に

国~
Eほ
~i~ 

;:J. 
1:i;; 

0) 

じ

り)

ζコ

生
旦F
!(Ji 

l

r

，
l

i

，
 

こ
J
，こ
ζ

か
跡
的
「
中
は
ま
る
t
:
こ
乃
:
ま
で
汁

ろ七
i~ ー
の
IAl 
F「71: 
σ1 
畑i
-jh: 

が
行
は
れ
る
。

上
に
迅
ペ
た
る
例
は
.
最
も
単
純
な
る
場
合
を
想
定
し
て
ゐ
る
。
即
ち
)
内
山
A-L:
の
生
産
財
が
す
べ
て
生
産
期

間
の
は
じ
め
か
ら
充
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
で
あ
る
。
生
産
一
期
聞
が
一
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
ぞ
れ
が
漸
次
に
添

加
的
に
充
用
せ
ら
る
る
と
き
に
は
、
此
添
加
の
仕
方
が
種
ゃ
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
い
は
ゆ
る
用
役
充
周
回
数
が

種
今
な
る
姿
を
と
る
で
あ
ら
う
。
き
う
す
る
と
、
上
に
の
ぺ
た
る
と
こ
ろ
の
生
産
力
に
附
す
る
健
件
は
、
生
産
期

聞
の
何
れ
の
時
賄
に
投
下
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
の
生
産
財
に
つ
い
て
も
ま
た
あ
て
は
ま
る
。
尤
も
と
の
こ
と
は
、
生

産
両
教
の
連
績
性
部
ち
生
産
財
の
数
畳
、
叉
は
生
産
財
の
充
用
期
間
の
小
な
る
麺
化
に
生
産
物
の
韓
化
が
つ
ね
に

艶
臆
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
。

各
時
給
に
投
下
せ
ら
る
λ

生
産
財
の
臥
界
生
成
力
の
均
等
と
い
ふ
こ
と
は
、
木
村
健
嵐
氏
に
よ
っ
て
は
ピ
め
て
、
止
ハ
論
文
「
生
成
資
本
、
資
本
利
子
」

(
『
経
済
事
論
集
』
第
六
谷
第
閥
披
七
一
八

O
頁
)
に
於
て
、
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
経
済
理
論
に
於
け
る
限
界
原
却
の
支
配
を
詔
む
る
以
上
、
其
主

利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
三
巻

六
四
五

崎
市
五
銃

先I



利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
一
ニ
巻

六
四
六

第
互
批

O 

張
は
之
を
肯
定
せ
ざ
る
を
符
な
い
の
私
の
此
論
文
に
於
け
る
限
目
が
ワ
ね
に
資
本
の
総
量
と
利
子
歩
合
と
の
聯
闘
を
求
め
よ
-
っ
と
す
る
の
に
あ
乙
が

岱
に
、
他
の
見
地
か
ら
は
品
開
め
て
重
要
な
る
此
問
題
を
も
、
た
い
、
こ
れ
に
論
及
す
る
に
止
め
た
。

き
て
、
所
剖
別
役
充
用
函
数
の
種
々
な
る
卦
罰
則
抗
力
を
抽
象
し
つ

L
、
換
言
ナ
れ
ば
、
さ
き
の
例
に
な
ら
っ
て
、
生
産
財
投
下
の
枇
も
単
純
な
る
場
合
、
卸

ち
充
用
せ
ら
る
L
生
産
財
が
牛
産
期
間
の
常
初
よ
り
す
べ
て
投
下
せ
ら
る

L
場
合
を
想
定
し
て
読
を
匙
め
よ
う
。
さ
き
に
、
益
法
期
間
を
一
定
不
避
の

も
の
と
し
た
け
れ

E
も
、
い
ま
こ
れ
を
可
愛
的
な
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
考
察
を
要
す
る
駄
が
ニ
あ
る
。

比二
o

生
産
期
間
は
ど
こ
ま
で
延
長
せ
ら
る
込
か
。
生
長
期
間
の
限
界
延
長
期
間
に
負
ふ
と
こ
ろ
の
中
産
力
が
丁
度
此
限
界
期
間
の
利
子
に
等
し
き

と
こ
ろ
ま
で
延
長
什
一
心
恥
る
。
他
の
表
引
を
か
れ
ば
生
産
期
間
の
限
界
生
産
力
、

JH
言
ナ
砕
ば
資
本
川
役
の
時
間
の
方
向
に
つ
い
て
み
た
る
限
界
時
陀

力
が
利
子
歩
A
刊
に
年

L
さ
と
こ
り
り
古
て
延
長
せ
ら
れ
る
つ
勿
論
、
此
場
合
じ
も
、
限
界
の
大
さ
と
平
均
の
大
さ
と
の
柿
宅
し
い
と
勺
中
原
理
コ
作
閉
す

る
じ
ず
て
あ
る
。
生
淀
川
川
川
の
川
j

幻
住
民
力
、

u
h机
生
一
配
カ
ト
九
生
陀
則
的
附
7
d
長
引
き
た
る
狩
一
ω
丸
山

d
C本
刑
引
戸
数
段
L
」
訓
間
止
♂
務
)
に
詰
寸
乙

比
訪
中
は
、
此
限
界
生
産
力
に
相
等
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。
勿
論
こ
し
、
に
述
べ
た
る
説
明
の
仕
方
に
於
て
は
、
利
子
歩
合
が
一
庫
県
で
b
る
ふ
左
き
K

は
、
限
界
期
間
、
精
礁
に
い
へ
ば
、
品
交
本
用
役
の
大
さ
を
時
聞
の
方
向
に
見
た
る
と
き
の
限
界
的
な
る
大
さ
、
そ
れ
の
生
産
力
が
此
利
子
歩
合
に
空
し

〈
な
る
ま
で
、
延
長
せ
ら
れ
る
o

こ
の
こ
と
は
資
本
用
役
の
大
さ
を
其
数
量
の
方
向
に
み
た
る
場
合
に
向
ピ
い
c

資
本
別
役
を
其
数
量
の
方
向
に
於
て

E
こ
ま
で
も
榊
加
す
る
か
と
い
ふ
に
、
組
生
庇
力
か
ら
生
産
財
償
叫
怖
を
差
引
き
た
る
残
像
、
削
守
円
安
本
の
生
産
力
の
限
界
的
な
る
大
さ
が
利
子
歩
A
U
に

等
し
き
空
で
、
と
答
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
o

要
す
る
に
資
本
用
役
は
二
白
方
向
又
は
方
而
を
も
っ
。
一
は
共
数
設
で
あ
り
、
他
は
其
期
間
で
あ
る
。
阿
れ

の
方
向
に
於
て
も
、
其
限
界
的
な
る
大
さ
の
生
産
力
が
利
子
歩
合
に
等
し
く
な
る
ま
で
、
資
本
別
役
が
披
藍
せ
ら
し
め
ら
れ
る
。
此
衣
現
に
於
て
は
、

利
子
歩
合
ま
づ
興
へ
ら
れ
て
生
産
力
こ
れ
に
感
ず
る
ζ

と
を
述
ぷ
る
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
般
均
衡
の
場
合
に
は
い
つ
で
も
さ
う
で
あ
る

宇
う
に
、
個
々
の
企
業
り
み
を
見
ず
、
総
て
の
企
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
利
子
世
合
が
資
本
の
限
界
生
涯
力
に
於
て
は
じ
め
て
定
宜
る
こ
と
が
、
特
易

に
推
論
し
待
ら
れ
る
。

其
ニ
。
生
産
過
程
は
い
は
い
h

同
時
化
せ
ら
れ
る
c

即
ち
生
産
期
間
が
ど
れ
だ
け
の
長
さ
の
も
の
で
あ
乙
に
せ
よ
、
企
業
は
り
わ
に
間
関
な
〈
生
砕
を

替
む
と
4
4

ハ
に
間
断
な
く
生
所
物
を
仕
上
げ
で
ゆ
〈
。
従
っ
て
生
斉
期
間
の
線
上
に
於
け
る
換
言
す
れ
ば
、
生
産
過
程
上
に
於
け
畠
あ
ら
ゆ
乙
段
階
は
一

企
業
の
現
在
に
於
け
る
各
段
階
と
し
て
作
用
を
ヴ
ピ
け
て
ゐ
る
。
い
は
い
為
、
各
段
階
が
す
べ
て
同
一
の
時
給
に
於
一
工
作
用
し
て
ゐ
る
。
其
紡
栄
生
産
財

は
刻
々
に
其
油
引
な
る
段
階
に
投
干
せ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
符
ら
る
べ
き
生
荷
物
は
刻
々
に
生
産
せ
ら
れ
つ

L

あ
る
。
生
康
問
仏
町
、
即
ち
企
業
の
開
設
期

間
を
外
に
し
て
い
ふ
と
、
生
産
財
の
投
下
か
ら
生
法
物
の
裟
相
主
で
を
「
待
望
す
る
」
必
要
が
な
い
と
い
一
は
る
L

の
は
、
か
巴
町
込
る
心
中
怖
を
き
寸
の
で
あ
る



か
L
る
一
事
情
。
下
に
於
て
は
、
一
企
業
に
於
け
る
生
産
の
規
模
が
ま
た
生
査
期
間
に
よ
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
。
印
ち
所
説
生
産
締
形
の
金
格
だ
け
の
生

産
財
、
従
っ
て
こ
れ
が
償
怖
で
あ
る
と
こ
ろ
の
資
本
が
投
下
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
、
生
産
期
間
の
全
却
に
瓦
っ
て
生
産
を
間
断
な
〈
続
行
す
る

怨
に
投
下
せ
ら
る
込
こ
と
を
要
ナ
る
生
産
財
が
ナ
ベ
て
投
下
せ
ら
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
そ
恥
ら
が
同
一
の
時
駄
に
於
て
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
一
企
業
の
規
模
は
、
一
定
期
間
に
於
け
る
生
産
物
従
一
つ
て
こ
れ
が
生
産
に
要
ず
る
生
産
財
の
投
量
に
依
存
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら

の
そ
れ
ぞ
h
H
D

投
登
期
間
、
部
ち
投
干
か
ら
生
産
物
ま
で
の
成
熟
に
要
ナ
る
期
間
に
依
存
す
る
。
必
要
な
る
生
産
財
敬
語
と
投
資
期
間
、
と
り
積
が
其
企

業
の
規
模
を
決
定
す
る
o

こ
れ
を
資
本
の
側
に
つ
い
て
い
ふ
主
、
生
産
梯
形
。
各
段
階
に
於
げ
る
生
産
財
の
倒
相
に
そ
れ
の
投
下
以
来
白
利
子
を
加
へ

た
る
も
の
ミ
線
計
だ
け
の
一
円
八
本
が
必
要
と
せ
ら
る

L
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
他
の
事
仙
に
し
て
一
山
俄
な
ら
ば
、
生
時
期
間
は
そ
れ
に
撫
h

し
て
生

成
の
規
模
従
り
て
資
本
の
規
模
を
志
味
す
る
。

之
を
他
の
き
渠
dp一以
C
夜
明
し
ょ
，
フ
。
資
本
用
役
の
二
の
ケ
向
の
F
1
y
f
円
、
川
吋
化
的
生
庄
の
境
賞
に
あ
っ
と
は

f
1
7
3
・一:一

-
q
l

、
、

1
1
4
1
±
f
i
r
h
:
羽

化
凶
作
自
己

t
壮
一
仏
間
生

r
m
E
L
正・

j
J刊
カ
苅

Jfnい
い
と
は
一
日

?
b
B
J
~
f
t

":tf" 
-1，. 
!~~( 

L 

I j 1] 

iP) 

仁
ヌ

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
現
賞
の
企
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
利
子
歩
合
は
如
何
な
る
方
而
か
ら
み
て
も
、

資
本
数
量
の
限
界

生
産
力
に
等
し
い
。
印
ち
さ
き
に
、
資
本
の
限
界
期
間
の
用
役
と
い
へ
る
も
の
は
、
此
企
業
の
資
本
に
於
て
、
生

産
期
間
を
増
加
す
る
翁
に
追
加
し
て
ゐ
る
最
後
の
資
本
数
量
の
、
現
在
と
い
ふ
一
定
時
期
に
於
け
る
用
役
に
外
な

ら
や
、
こ
れ
の
生
産
力
が
利
子
歩
合
と
相
等
し
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
c

い
は
ば
資
本
用
役
の
薮
量
的
限
界
生
産

力
色
、
時
間
的
限
界
生
産
力
も
と
も
に
、
企
業
の
を
資
本
の
現
在
用
役
の
限
界
生
産
力
に
外
な
ら
ぬ
。

か
〈
て
、
資
本
別
役
の
生
産
力
と
は
何
e

伊
長
品
味
す
る
か
を
知
り
符
る
。
資
本
数
量
が
あ
る
ま
・
と
ま
り
に
於
て
符

ら
る
る
こ
と
、
印
ち
あ
る
規
模
に
於
て
投
下
し
得
ら
る
る
こ
と
が
、
一
定
の
生
産
方
訟
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
即

ち
生
産
財
の
あ
る
委
に
於
け
る
合
作
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
此
合
作
の
結
果
と
し
て
、
生
産
財
債
格
以
上
の
生
産

物
従
っ
て
飴
剃
が
得
ら
る
る
が
故
に
、
そ
こ
に
資
本
の
生
産
力
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
生
産
期
間
の
生
産
力
と
い

利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
一
一
一
巻

六
凶
七

第
五
競



利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
三
谷

六
四
八

第
五
掠

ふ
が
如
き
も
の
は
、

思
惟
に
於
げ
る
分
析
の
結
果
と
し
て
構
想
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、

現
宜
の
企
業
の
立
場

に
於
て
こ
れ
を
見
る
と
き
に
は
、

た
ゾ
一
定
の
範
園
の
資
本
数
量
に
よ
っ
て
此
合
作
炉
可
能
に
せ
ら
れ
、

合
作
に

よ
っ
て
飴
剰
を
生
十
る
。

期
間
の
長
き
を
現
在
に
於
け
る
資
本
数
日
正
と
し
て
投
影
し
た
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
生

産
財
の
A
口
作
を
可
能
な
ら
し
り
る
が
故
に
、

資
本
用
役
は
共
生
産
力
を
有
す
る
。

現
在
利
用
せ
ら
る
る
資
本
数
量

の
限
界
単
位
の
生
産
力
が
利
子
歩
合
を
決
定
す
る
こ
・
と
は
、

上
に
述
べ
に
る
が
如
〈
で
め
名
υ

ピ
ヨ
こ
う
に
生
産

、
ノ
引
刀

H
U
-
-

、、
F

E
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J
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末、

川

υ
N
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p
h

山内助
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本
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考
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と
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合
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向
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、
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コ

望
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T
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百
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f
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別
に
論
じ
よ
う
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Iレl

C， 

L、
で

，-: 

回
、
複
線
的
生
産
構
撞
に
つ
い
て

上
に
遮
べ
だ
る
L
と
こ
ろ
は
、
車
線
的
な
る
生
産
の
構
造
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ら
う
が
、
必
中
し
も
ぞ
れ
を
前

提
と
す
る
も
の
で
も
な
い
、
生
産
財
の
う
ち
若
干
の
も
の
は
中
間
生
産
物
で
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

そ
れ
ら
の
生
産
手
段
が
如
何
な
る
過
程
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
る
る
か
、
ぞ
れ
が
現
宜
に
見
る
が
如
〈
自
己
再
生
産

を
管
み
つ
〉
め
る
事
情
如
何
、
そ
れ
ら
の
勅
は
一
向
に
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
い
は
げ
〉
複
線
的
生
産
構
造
を
示

す
も
の
と
し
て
は
、
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
か
う
る
生
産
構
造
の
下
に
於
て
利
子
歩
合
が
如
何
に
し
て
決
定
せ

ら
る
る
か
、
即
ち
か
〉
る
事
情
の
下
に
於
て
、
前
週
一
の
如
き
市
場
の
利
子
歩
合
決
定
の
機
構
は
ど
れ
だ
け
襲
改
ぜ

ら
る
る
で
あ
ら
う
か
。
や
は
り
、
利
子
歩
合
が
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
う
る
に
め
に
、
若
干
の
新
な
る
未
知
数
'
と

そ
れ
と
数
に
於
て
相
等
し
き
新
し
き
保
件
、
印
ち
方
程
式
が
導
き
入
れ
ら
る
れ
ば
足
る
。



今
、
前
に
述
べ
た
る
方
程
式
組
織
の
中
に
、
中
間
生
産
物

q
r
5
・:等
l
個
だ
け
の
色
の
を
と
り
入
れ
る
。
而

し
て
、
そ
れ
が
自
己
再
生
産
の
魚
に
利
用
せ
ら
る
る
も
の
と
す
る
。
き
う
す
る
と
、
各
の
保
件
は
次
の
如
〈
に
改

め
ら
る
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
。

川
の
健
伴
に
は
何
等
の
種
化
も
な
い
。
沼
山
の
保
件
に
於
て
も
ま
た
さ
う
で
あ
ら
う
。

何
の
焼
件
に
於
て
は
、
次
の
如
‘
昔
、
持
型
化
が
来
る
。
生
産
費
と
し
て
数
へ
ら
る
る
も
の
の
中
に
、
新
日
、
各
資
本

財
に
閥
ず
る
生
産
係
数
と
共
債
格
と
の
積
が
加
は
る
。

H

川
の
悌
一
沖
に
つ
い
て
b

生
産
物
数
量

x

y

q

r

は
、
符
企
業
に
於
マ
利
用
す
る
原
本
生
産
財

a
1口
の

同

薮
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ヌ
資
本
財
の
函
裁
で
あ
る
c

同
の
健
一
件
に
つ
い
て
。
各
生
産
財
の
債
格
は
割
引
せ
ら
れ
に
る
生
産
力
に
等
し
い
と
い
ふ
命
題
炉
、
原
本
生
産

財
に
つ
い
て
の
み
な
ら
や
、
資
本
財
に
つ
い
て
も
ま
た
成
立
す
る
。

間
平
均
的
生
産
係
数
?
と
生
産
物
数
量
と
の
闘
係
を
示
す
左
こ
ろ
の
陳
件
が
、
資
本
財
に
つ
い
て
も
ま
た
存
立
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

向
祉
曾
的
生
産
物
数
量
と
企
業
薮
と
の
闘
係
が
、
享
端
末
財
に
於
け
る
と
等
し
く
、
費
本
財
に
つ
い
て
も
ま
た
存

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
コ

同
各
種
の
産
業
に
於
て
用
ひ
ら
る
る
一
生
産
財
の
和
は
、
や
が
で
共
全
供
給
に
等
し
い
と
い
ふ
聞
係
が
、
資
本

財
に
つ
い
て
も
ま
た
存
立
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

利
子
歩
合
。
定
決

第
四
十
一
ユ
容

六
回
九

第
五
競



利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
三
巻

六
五

ο

川
内
資
本
一
総
額
は
原
本
生
産
財
の
債
格
総
額
と
資
本
財
の
債
格
総
額
左
の
和
に
等
し
い
。

川

wmw山
の
幌
件
に
つ
い
て
は
、

に
す
る
。

第
五
時
嗣

四

何
等
の
襲
化
も
な
い
。
以
上
の
襲
化
の
内
容
ぞ
方
程
式
の
形
に
於
て
示
す
こ
と
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t
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
白
也
加
方
程
式
心
合
計
は
同
一
一
言
]
十
三
I
T
-
-
)
ト
品
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
新
に
導
背
入
れ
ら
れ
た
る
未
知
般
の
教
は
ど

れ
だ
け
で
あ
る
か
。M

V
J
M
T仲
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w
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目
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釘

切

拘
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m方
程
式
即
ち
タ
ウ
uv
グ
白
割
引
せ
ら
れ
た
る
限
界
生
産
力
白
原
斑
は
、
宮
づ
安
井
琢
磨
氏
に
よ
曹
、
つ
い
で
、
故
抵
木
村
健
康
氏
に
よ
り
、
と
も

に
精
密
な
る
形
惑
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
綜
合
科
瞳
昭
和
十
年
十
二
月
旗
、
経
済
皐
論
集
本
年
四
月
競
本
年
九
、
十
月
披
)
。
レ
オ
シ
チ
エ

フ
、
ス
ミ
シ
イ
ス
の
所
論
重
た
参
照
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

=引
『

尚治.

+凶
E-

十
日
ロ
-

+ 
b乙

卸
ち
追
加
せ
ら
れ
七
る
未
知
数
の
歎
と
追
加
せ
ら
れ
た
る
方
程
式
の
畿
と
は
相
等
し
い
。

利
子
歩
合
が
新
な
る

事
情
、

即
ち
複
線
的
生
産
構
造
の
下
に
於
て
も
、
輿
へ
ら
れ
た
る
傑
件
に
従
っ
て
一
義
的
に
決
定
せ
ら
る
る
こ
と

前
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

利
子
歩
合
唱
決
定

第
四
十
三
巻

六
五

第
五
披

五



利
子
歩
合
の
決
定

第
四
十
三
傘

六
五

第
五
観

六

五
、
複
線
的
生
産
構
撞
及
び
可
聾
的
生
産
期
間

今
ま
で
は
、
生
産
期
聞
を
一
定
の
も
の
、
卸
ち
常
敷
と
し
て
(
詳
し
く
い
ふ
と
常
に
ー
と
し
で
)
取
扱
っ
た
け
れ

ど
も
、
こ
れ
を
可
盤
的
の
も
の
と
し
て
も
、
結
論
に
は
何
等
の
費
化
も
生
じ
な
い
。
今
、
生
産
財
の
生
産
過
程
に

入
り
こ
み
で
以
来
生
産
物
と
な
る
ま
で
、
生
産
過
程
の
中
に
滞
留
す
る
期
間
却
も
一
こ
〉
に
い
ふ
生
産
期
聞
を
さ
さ

F
7
‘
，
-
〉
、
て
み
よ
:

レド

F
I
J
L
M
t
t

y
:
コ、

:
z
y
:
ノ
こ
。

〉
十
b
p
J
t
U
1
トト

1
1
t
v
l
h
f
d

干
ノ

l
f
E
l
l〉
レ
い
旦
即
入
3
-
』
入
、
、

f
園
、
中
木
、

L
M
ル
均

1
C
M
m
J
H
U
Y
4
4
J
f
t
u
h
4
H
v
'
uト

そ
れ
佐
原
本
的
生
産
財

F
b

c
i
に
つ
い
て
は
ら
、

中
間
生
産
物

q
r
s
・
:
に
つ
い
て
は
凡
と
し
よ
う
ο

而
し
て
、

そ
れ
を
別
の
大
さ
の
も
の

で
あ
る
と
し
よ
う
。

前
の
場
合
に
於
け
る
と
同
様
に
、
家
計
に
於
け
る
授
受
の
均
等
、
限
界
致
用
の
均
等
を
示
す
方
程
式
の
中
に
は

資
本
財
が
入
り
こ
ま
ぬ
。

A
B
の
保
件
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
持
型
化
が
な
い
。

C
の
費
用
法
則
の
中
に
は
、
各
生

産
財
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
期
間
に
臆
じ
に
る
利
子
が
つ
け
加
は
る
。

D
の
懐
件
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
期
聞

が
入
り
こ
な
。

E
の
傑
件
に
つ
い
て
も
さ
う
で
め
る
。

G
の
僚
件
が
生
産
期
間
を
と
り
入
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
改

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
以
下
の
保
件
に
つ
い
て
は
新
な
る
襲
改
を
加
ふ
る
必
要
が
な
い
。
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も
の
と
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而
も
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期
間
e

ど
す
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瓦
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、
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な
け
れ
ば
な
、
b
h
H
O

町
し
て
そ
れ
ぞ
れ
口
所
刑
州
市
役
泥
用
一
陶
敬
を
考
成
心
中
に
収
入
れ
ね
ば
な
、
h
一山
c

な
泳
法
み
で
は
、
今
ま
で
枕
融
資
本
財
の
み
を

・
取
扱
っ
た
け
れ

E
も
、
こ
の
外
、
閲
定
資
本
財
を
と
り
入
れ
、
そ
の
建
設
期
間
、
合
総
則
聞
に
ょ
う
て
定
空
る
主
と
ろ
の
生
原
則
聞
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
向
。
け
れ
日
と
も
、
与
れ
、
U
白
黙
を
考
慮
の
中
に
入
る

L

に
し
て
も
、

L
に
ね
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
の
粘
織
に
権
別
経
改
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

が
ら
も
な
い
で
る
ら
う
し
・
“
人
民
故
事
的
以
扱
も
あ
空
り
に
複
却
と
な
る
で
あ
ら
ち
。
加
之
、
私
心
列

F
歩
合
山
決
定
に
附
し
て
山
川
訓
し
よ
う
と
忠
山

諭
鈷
が
別
白
方
面
に
4

有
す
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
七
仙
に
は
こ

L

に
論
及
す
る
こ
と
を
き
け
よ
-
っ
。

さ
て
上
に
述
べ
た
る
が
如
き
立
命
の
仕
方
に
於
て
、
主
張
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
た
い
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
D

利
子
悲
A
H

は
、
此
合
に
於
け
る
資

本
白
金
数
量
と
版
本
生
青
山
用
の
飢
給
断
放
(
父
は
似
給
放
同
市
)
と
が
共
に
興
へ
ん
る
L

の
で
な
く
し
て
は
、
一
山

ι
の
'
と
こ
ろ
に
搭
ち
づ
き
符
な
い
。
仲
有
し

た
い
ミ
生
産
函
数
従
っ
て
免
注
力
と
賀
川
両
数
と
の
聞
係
か
ら
利
子
歩
A
円
四
大
さ
を
導
き
出
さ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
か
り
そ
れ
の
一
義
的
決
定
を
見

る
こ
と
は
出
来
ず
、
精
々
利
子
歩
合
を
限
界
生
産
力
の
岡
敬
と
し
て
、
又
は
限
界
生
産
力
に
却
す
る
相
釘
的
な
る
ふ
へ
き
と

L
て
、
之
を
求
め
符
る
に
過

ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
此
限
界
生
産
力
そ
の
も
の
が
如
何
な
る
え
さ
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
や
は
り
此
命
的
生
産
の
令
機
併
、
従
っ
て
之
を
決
定
す
る
前

注
目
諸
傑
件
を
宮
つ
て
の
み
定
ま
り
作
る
c

だ
か
ら
、
利
子
歩
合
と
限
界
生
産
力
と
が
如
何
な
る
蹴
係
に
ad
っ
か
と
い
ふ
考
察
だ
け
な
ら
ば
、
一
般
均
衡
の
令
悌
従
勺
て
資
本
の
金
敷
設
と
白
閥

係
を
離
れ
て
、
之
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
供
給
函
教
を
考
察
の
巾
に
-
恥
入
る
ミ
こ
と
な
〈
し
て
、

R
H的
を
廷
す
る
と
と
は
出
来
山
。

H
一ぷは

に
於
て
、
利
子
歩
合
白
決
定
を
論
ず
る
に
官
り
、
品
側
め
て
単
純
化
せ
ら
れ
た
る
形
に
於
で
と
は
い
つ
一
般
均
街
白
人
し
貌
を
導
き
入
れ
た
の
は
、

す
る
り
で
な
く
て
は
、
こ
れ
が
説
明
を
呆
し
得
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
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